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平
成
28
年
１
月
18
日
（
月
）、
北
海
道
庁
別
館

地
下
１
階
大
会
議
室
に
て
北
海
道
と
当
協
会
主
催

に
よ
る
「
シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て
北
海
道
総
務
部
長

の
笠
置
隆
範
氏
と
当
協
会
理
事
長
の
大
竹
邦
実
が

挨
拶
し
、
続
い
て
東
北
福
祉
大
学
・
大
学
院
教
授

の
小
松
洋
吉
氏
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
と
か
ち
防

災
マ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
青
木
達
彌
氏
に

よ
る
事
例
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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基
調
講
演
で
は
、
ま
ず
、「
結
」
の
文
化
に
つ
い

て
絆
の
大
切
さ
を
講
演
い
た
だ
き
、「
さ
さ
や
か
な

行
い
で
も
少
し
ば
か
り
の
役
に
立
て
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、「
防
災
か
ら
減
災
」
で
は
、

日
常
の
地
域
社
会
の
シ
ス
テ
ム
作
り
、
持
続
的
な

活
動
の
定
着
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」「
Ｘ
デ
ー
に
備
え
て
」「
や
さ
し
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
」
等
、あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
防
災
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、
最
後
に

『
ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く
』
を
朗
読
さ
れ
、「
私
は
、

私
の
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
」
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
原
点
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
例
報
告
で
は
、
と
か
ち
防
災
マ
ス
タ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
立
ち
上
げ
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
、

（
１
）
防
災
啓
発
活
動
等
の
実
施
、（
２
）
災
害
図

上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
等
へ
の
参
加
、（
３
）
町
内
会
・

教
育
機
関
な
ど
で
講
演
、（
４
）
各
種
訓
練
等
へ

の
参
加
、（
５
）
イ
オ
ン
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
登
録
等
、
活
動
内
容
に
つ
い
て

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

基
調
講
演
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40
〜
14
：
40

小松 洋吉 氏
東北福祉大学・大学院教授
秋田県出身。東京大学文部教官（助手）を経て、
現職。宮城県防災教育指針作成協議会委員宮
城県老人クラブ連合会理事、仙台市災害時要
援護者支援プラン検討会議委員長などの要職
を歴任。平成 18 年度総務省消防庁「第 11 回
防災まちづくり大賞」一般部門で総務大臣賞
受賞。

と
か
ち
防
災
マ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

事
例
報
告

14
：
50
〜
15
：
30

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

北海道

青木 達彌 氏
とかち防災マスターネットワーク 代表
北海道札幌市出身。民間の建設会社勤務を経
て、広尾町役場に勤務。建設課長、消防本部
消防長など、広尾町における防災対策の幹部
として活躍。阪神・淡路大震災の際は、休暇
を取得し現場に入る。定年後、防災マスター
ネットワークを立ち上げ、防災教育の普及啓
発に取り組んでいる。
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